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第３回埼玉県総合教育会議議事録 

  

１  開会、閉会の年月日及び時刻  

    平成２７年９月１１日（金）    午後１時３０分開会  

                                  午後３時３０分閉会  

  

２  会議開催の場所  

  知事公館  大会議室  

  

３  出席した会議の構成員の氏名  

 ○上田清司知事  

 ○埼玉県教育委員会  

  髙木康夫委員長、吉田敬岳委員長職務代理者、藤崎育子委員長職務代理者 

  志賀周子委員、門井由之委員、関根郁夫教育長  

  

４  構成員以外の出席した者の氏名 

 ○有識者 

  津田塾大学 学芸学部国際関係学科 教授 萱野稔人 

 ○知事部局の出席者  

  伊東弘道総合調整幹、畠山真一総合調整幹、関口圭市総合調整幹付主幹、 

  長嶋健一秘書課主幹  

  五味浩報道長付主査  

 ○教育局の出席者  

  櫻井郁夫副教育長、柚木博教育総務部長、古川治夫県立学校部長  

  安原輝彦市町村支援部長、塩野谷孝志教育総務部副部長、髙田直芳県立学校部副部長 

  小澤健史県立学校部副部長、松本浩市町村支援部副部長、吉田正市町村支援部副部長  

  佐藤裕之総務課長、大根田頼尚教育政策課長、佐藤卓史魅力ある高校づくり課長、 

  栗原正則総務課報道幹、飯村光良教育政策課副課長、阿部正浩教育政策課副課長、 

  今井久典教育政策課主幹、佐藤直樹教育政策課主幹  
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５  会議に付議した事項  

   （１）有識者との意見交換  

       ア  講話 

       イ  有識者を交えての意見交換 

   （２）埼玉教育の針路 

 

６ 発言の趣旨及び発言者の氏名 

〇関根教育長 それでは、ただいまから第３回埼玉県総合教育会議を開催いたします。 

 本日は、傍聴の申し込みがございますので、ここで傍聴人に入場していただきます。よ

ろしくお願いします。 

〔傍聴人入場〕 

〇関根教育長 はじめに、本日の会議には、有識者として御意見をいただくため、津田塾

大学学芸学部国際関係学科、萱野稔人教授をお招きしておりますので、私から御紹介をさ

せていただきます。 

 萱野教授の御専門は哲学と社会理論となります。 

 御出身は愛知県で、早稲田大学を卒業後、1995 年にフランスに渡られ、2003 年にパリ

第十大学大学院哲学科博士課程を修了され、哲学の博士の学位を取得されております。 

 帰国後、東京大学ＣＯＥ「共生のための国際哲学研究センター」研究員を経て、2007

年から津田塾大学准教授、2013 年から同大学教授となられております。 

 また、現在、国の諮問機関である「衆議院選挙制度に関する調査会」委員などを務めて

いらっしゃいます。 

 主な著書といたしまして、「国家とはなにか」、「新・現代思想講義 ナショナリズムは悪

なのか」、共著として「超マクロ展望 世界経済の真実」、「没落する文明」、編書に「現在

知Ｖｏｌ．２ 日本とは何か」など多数がございます。 

 本日は、まさに御多忙の中、御出席をいただきました。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

〇萱野教授 お願いします。 

〇関根教育長 次に、本日の会議の進行についてでございますが、議事（１）有識者との

意見交換といたしまして、はじめに、萱野教授から講話をいただきました後に、萱野教授

を交えて意見交換を行います。 
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 次に、５分程度の休憩を挟みまして、議事（２）埼玉教育の針路をテーマにして、第２

回会議に引き続きまして意見交換を行いたいと思います。 

 それでは、議事の進行につきまして、上田知事にお願いいたします。よろしくお願いし

ます。 

〇上田知事 改めて萱野教授、お忙しい中、御出席いただきましてありがとうございます。 

 この総合教育会議では、ざっくばらんに有識者の意見も聞き、なおかつ尐し意見交換も

させていただいた後に、本県が抱える教育の課題についても、そうした意見を踏まえて内

容を高めていこうという趣旨でこうした会議を行っているところでございます。今日は忌

憚のない形で、尐し楽にお話をいただければ大変ありがたいと思っておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

議    事 

（１）有識者との意見交換 

ア 講    和 

津田塾大学 学芸学部国際関係学科 教授 萱野稔人 氏 

 

〇萱野教授 津田塾大学の萱野と申します。よろしくお願いします。 

 今日は、このような意見交換の場をいただきありがとうございます。 

 私も大学で教員として日頃教育に携わっていますので、こういった形で教育に関して意

見交換できる機会を与えていただいたということで非常にうれしく思っております。ぜひ

実りある会議の場にしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 気軽にと知事からもおっしゃっていただきましたので、気軽に、かつ忌憚のない議論の

場にしたいなと思います。 

 今日、私がお話したいなと思っているのは、グローバル化という時代だと最近言われて

いて、よくグローバル化に忚じた人材育成が必要だということが言われておりますが、グ

ローバル化における教育とはどういうことなのかということを尐しお話したいと思います。 

 グローバル化というと大体は語学力、特に英語力を付けろということと、あと多様性を

受け入れられるような人を育てろという、この 2 つの柱が一般的に言われることかなと思

うのですけれども、私自身がこれまで経験して、あるいは教育の場で実践してきたことを

振り返ると、もっと大事なことが 1 つあるのではないかと思っておりまして、その部分を



 

- 4 -  

お話できればと思います。 

 まず最初に私のエピソードをお話したいと思います。 

 私は先ほど御紹介にありましたように、1995 年、25 歳のときにフランスに留学しまし

た。最終的には博士課程まで進学して８年間いたのですけれども、その間に、私も家のほ

うは裕福でありませんでしたので、向こうでアルバイトをしていたのです。そのアルバイ

トというのは、いろんなアルバイトがありましたけれども、通訳の仕事というのが時々あ

りました。通訳、なかなか学生としては報酬もよかったので、できるだけやろうとしてい

たのですけれども、実際に通訳の仕事はかなり大変、やってみてわかったのですけれども、

相当大変なんですね。何が大変かというと、語学力ではないのです。もちろん語学力がな

ければいけませんけれども、語学力では対忚できないことがたくさんあるというのが実は

通訳の大変なところなんです。 

 例えば私はフランスの通訳の仕事で、フランスはまだ国鉄です。民営化されていません

ので、国鉄から仕事を受けたことがあるのです。どんな仕事かというと、線路を補修する

機械をフランスの国鉄が日本の企業から買った。その機械の調子があんまりよくないので、

その売った側の日本のメーカーの技術者がフランスに来て様子を見てもらうので、その通

訳をしてほしいという仕事だったのです。私はお受けして、集合したのですけれども、最

初、技術者が来て、フランスの国鉄の技術者が来てお話をして現地まで行きました。その

間は全く問題ないのです。昨日よく眠れましたかとか、フランスは初めてですとか会話を

通訳していればよかったので問題ないのですけれども、いざ現場に行って機械を見ながら

話をすると、結局全く私の仕事が役に立たなかったのですね。というのも専門的過ぎたの

です。結局機械の話ですから、日本語で言っていることすらわからないのです。通訳はよ

くこういうことがありますので、私もかなり何日か前に資料をいただいて、専門用語等々

を勉強したつもりなんですけれども、全然役に立ちませんでした。 

 最終的には、私のフランス語でよく通訳ができないということで、本人たち、技術者同

士ですから、あんまり語学は得意でない、本当に片言の多分日本人の技術者は海外旅行に

行けば、サバイバル英語ぐらいのレベルなんですね。でも片言でやり始めたのです。簡単

な英語なんですけれども、そっちのほうが通じたのです。明らかにというのはちょっと僣

越かもしれませんけれども、私のフランス語のほうがお互いの英語よりできたのです。で

きたにもかかわらず、専門知識を知っている人たちのほうが意思疎通がうまくいくのです

ね。これは結局語学ではないだろうということをそのときにものすごく痛感しました。 
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 実際に通訳の仕事というのは、語学力というのは半分ぐらいしか必要ないですね。その

都度、その都度、専門分野があって、必ずありますから、ガイド通訳のようなものだった

らまだいいですけれども、それでも観光ガイドするためにはいろんな知識が必要になりま

す。そうでないビジネスの場合での通訳というのはほとんどが専門的なお話ですから、も

う語学だけでは対忚できないのです。一般的には１週間ぐらい前に資料がどさっと送られ

てきて、その資料を調べて、どういうビジネス、今回の通訳の内容はなんだということを

調べてやるのですけれども、ほとんどが語学以外の勉強なんです。語学以外の勉強で対忚

するのですが、その時は、それでも準備したつもりでも対忚できなかったのです。 

 私がその時に思ったのは、グローバル化といったときに、本当に大事なものは何だろう

なということなんですね。語学は確かに大事だけれども、語学だけでは実際、どこまでグ

ローバル化に対忚できるかというのは、ちょっと心もとないところがあるのですね。 

 実際にフランスで大体私がいた当時、90 年代後半というのは、３万人ぐらい日本人が住

んでいました。基本的に旅行以外の形で長期滞在、あるいは永住という形で住んでいるの

が大体３万人ぐらいフランスにいたのですけれども、ほとんどの方が、語学ができるから

仕事にありつけている人はいないのですね。もちろん３万人いる中で、よりいい仕事に就

いているのは、例えば語学がちゃんとできる人なんですけれども、現実としては、大部分

の人たちが日本の企業の現地採用で仕事をしているのです。私はよく例えば若い世代から、

今の日本は望みがないので外国に永住したほうがいいですかというような質問を聞くので

すけれども、ふたを開けてみると、外国に住んだ人の９割以上は日本から来るお金のもと

で生活しているのです。 

 語学はもちろんできたほうがいいのですけれども、語学ができるだけでは仕事は全く広

がりません。例えば現地で日本からのお金と関係なく、どんな人が日本人でビジネスとい

うか、仕事をしていたかというのを見てみると、まずは料理人です。これは現地の人相手

にできます。あとはフランスですからファッションのデザイナーなんかなるみたいで、高

田賢三さんなんていうのは有名で、パリで最も成功した日本人と言われていますけれども、

ああいったファッションの業界の人たち、それから、金融の人たちです。この方たちは日

本からのお金、日本の企業、現地に支店や支社を出している日本の企業からのお金とは関

係ないところで仕事ができていました。でもこれは全部振り返ってみると、語学の比重は

非常に低いのです。料理人は黙っていてもというのは言い過ぎですけれども、語学を使わ

なくてもできる仕事です。それから、賢三さんもそうですね。ずっと長く住んでいますの
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でフランス語は上手ですけれども、フランス語でごはんを食べているわけでありません。

金融も語学を使う、それは英語ですけれども、比重は高いですが、でも金融の専門的な知

識があるからこそ、向こうの例えばＢＮＰパリバだとか、ソシエテ・ジェネラルといった

金融機関に採用されて仕事ができているということです。語学はそれをあくまでも補強す

る手段なんですね。 

 要するにグローバル化で例えば生き残っていくときに、私たちはよく英語をやれ、やれ

ということを言われますけれども、英語だけできても現実的には何も海外では食べること

ができません。日本からお金が落ちているときに、日本語ができるということが有利にな

って、日本語と英語ができる、日本語とフランス語ができるということがプラスになるだ

けで、それとは関係ないところで生きていこうと思ったら、語学以外のところで強みを発

揮しないと生きていけないのですね。 

これは日本経済全体にも言えると思います。日本経済に何か強いものがあるから海外に

行って商売ができるわけで、英語ができるから商売ができているわけではないですね。こ

この部分を結構多くの人が見落としていて、語学さえできればいいというような感覚に陥

っているのです。最終的には語学を超えたもっと中身の部分が大事になると思うのですけ

れども、ではそれが何なのかということを突き詰めて考えていくと、もちろん技術力だと

いうことは言えます。それに関して言えば。技術力ということは言えるのですけれども、

でも全員が技術者になるわけではない。さらに技術力の奥にあるものは何なのかというこ

とを考えていくと、結局これは広い言い方をすれば、言葉を運用する力、母語も含めてと

いうか、特に母語なんですね。あらゆる技術や学問の知能、根本にある言葉を使う能力と

いうものが必要になりますから、その部分がどこまで強いかということで日本の例えば経

済力や技術力も決まってくるのです。 

例えば外国語を学ぶ場合でも、母語の能力と外国語の能力はかなり比例するのです。母

語の運用力が高くないと、実は外国語の運用力もそんなに高くないのです。人によって語

学が自分がどれぐらいできるかという自己認識はかなり違いますけれども、語学は自分が

できると思っている人ほどというか、低い語学力で満足してしまう人ほど実は日本語の運

用力もあんまり高くなかったりする。あるいは常に向上心を持って外国語力をどんどん高

めようと思っている人ほど日本語の運用に関しても厳しい考えを持っていて、ちゃんと言

葉を使おうとしている。そういう比例関係がかなり見てとれるのですね。あらゆる知を生

み出す日本経済の源泉でもありますし、社会を豊かにする力でもありますけれども、あら
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ゆる知を生み出している力というのは人間では言葉でしかないのですね。言葉がなければ

技術力だってここまで上がりませんし、コミュニケーションが広がらなければ、技術もど

んどん広がってきませんから、やはり言葉に対する運用力というものを高めなければいけ

ないだろうなというのを私は痛感しております。語学力の前に母語の運用力をいかに高め

るかというのが私は今後、グローバル化といわれる時代の中でも重要になってくると思い

ます。 

母語に対する運用力が高ければ、外国語習得は、発音とか正確でなくても実際は何とか

なるのです。この話も長くなってしまいますけれども、発音にこだわればこだわるほど語

学が伸びませんから、いろんな国の人たちがいろんなアクセント、なまりで英語なり、フ

ランス語なりしゃべる中で、日本人だけきれいにしゃべる必要はありませんし、それにこ

だわっていると、みんな萎縮してしまってなかなかしゃべれないという状況が実際出てき

ますので、余りそういったのはこだわる必要がないと思います。それよりも母語の運用力

がしっかりしていれば、その上にしっかりした語学力をつくることができるということで

す。 

もう１点だけ、そういった留学の経験で、どうやって言葉、母語に対する運用力を高め

ていくべきなのかということで感じたことを１つお話したいと思うのですけれども、その

点に関して言うと、日本人はアウトプットの力が非常に弱いのですね。インプットの力は

非常に強いです。例えば高校までの入試というのは、基本的にインプットの能力を確かめ

る、そういう試験ですね。こちらがいろんな情報を与えて、正確にそれをちゃんと理解で

きているか。あるいは国語の授業でもいいですけれども、ちゃんと内容を理解できている

か。そういうことが中心になる試験です。大学以降に尐しずつアウトプットする勉強をす

るようになるのですけれども、フランスに行って驚いたのは、小学校のときからアウトプ

ットの授業をさせるのですね。どういうことかというと、論文を書かせているのです。小

学校のころから。もう教え方のメソッドや、論文を書くときの形式からすべて決まってい

て、フランスの場合は。かなり形式化されていて、それを小学生から中、高、大という形

で、進級していくたびに内容は高度にはなっていきますけれども、基本は変わらないので

す。日本ではもちろん作文や読書感想文を書かせますけれども、論文とはまた違うのです

ね。時系列であなたどんなことをしましたか。それでどう感じましたとか、本を読んでど

う思いましたかというような形で、どちらかというと心の育成に力が置かれているのです

けれども、明らかにフランスでの国語教育というのは、自分でいかに論拠を組み立てて、
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論理的な一貫性のもとで自分で議論をできるかという能力を養うような教育をしているの

です。アウトプットをしっかりできるようになるということがフランスでの国語教育の中

心事項にあるのですね。それを見て私はちょっと日本にはない発想だなと思いました。 

これを痛感したのは、やはり国際的な会議の場で、どうしても日本はルールメーキング

であったりとか、大きな問題に対して論拠を持って自分たちの主張に多くの人たちの味方

をつけるといった、そういうところが弱いところがあるのですね。私たちはグローバル化

ということを考えると、単にグローバル化というのは、物や、人や、お金が国境を越えて

行き来することではなくて、国境を越えてルールがつくられることが本質ですから、そう

いう点でいうと、ルールをつくることができる能力は非常に大事になると思います。 

よく日本では技術で勝ってビジネスで負けるなんて言われ方をしますけれども、これは

高い技術を持っていても、結局それを生かすためのルールづくりができませんので、いつ

も損をしてしまう、二輪車とか、ＦＩのターボだとか、いろんなところでよく日本でも騒

がれたりしましたけれども、ルールメーキングが弱ければ、結局いい技術を持っていても、

なかなかそれをビジネスで生かせないという場面が出てくるのですね。いかに私たちルー

ルメーキングをすることができるか、それで自分たちに有利な形で国際的な秩序をつくっ

ていくことができるかということが恐らくグローバル化の時代では一番問われることだと

思います。そのためには、ルールをつくるためには、論拠を組み立てて、論理一貫性のも

とで議論を展開する能力がなければいけない。これこそアウトプットの力なんですね。そ

れはフランスでは実は小学校のころからやっているということで、何で 6000 万人のフラ

ンスで、大した経済力もないのに、国際的な場ではあんな大きい顔をしていられるのかと

いうのが尐しわかったような気もします。ただ議論が非常に上手なんですね。私たちも今

後、グローバル化の時代では、アウトプットの力をどんどん磨かなければいけないだろう

なと思います。そういった基本的な言語の運用力というものがあってはじめて外国語能力

も花が咲くだろうなと認識しております。 

ということでちょっと時間が過ぎましたけれども、一旦私の話はここで区切らせていた

だきたいと思います。ありがとうございました。 

○上田知事 ありがとうございました。 

 

イ 有識者を交えての意見交換 
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○上田知事 今、ある意味では、まさに人・物・金が動くのがグローバル社会だというふ

うな定義みたいなのが世の中で定着しているところですが、そうでなくて、ルールをつく

る、そういうものを形成する力が実はグローバル化におけるいわば一つの人間なり、ある

いはグループなり、国家なりの能力だ。こんなふうな定義を萱野先生からしていただきま

した。 

 自分の御意見も含めて、もう尐しこういった論点から萱野先生の考え方などをお聞きし

たいということも含めてそれぞれ御意見をいただければと思っております。 

 委員長さんからありますか。 

○髙木委員長 萱野先生ありがとうございました。 

 今、お話を伺っていまして、特に昨今の若い世代の高校生、アウトプットする力が弱い

ということを私も同じように感じています。これからの子供たちが自信を持って世界に羽

ばたこうとするときに、やはり一歩前に出る力というのが大事なような気がするのですが、

それを誰がつくるのだというときには、先生のお話のあったとおり、自らアウトプットす

る力を、社会に出ることではなくて、学生時代から、高校生ぐらいから養っていくことが

必要ではないかと感じるのですが、具体的に子供たちがいろんなチャレンジをされていま

すけれども、先生が留学されたときに、今のお話の中で 25 歳のときに留学されたという

お話ですけれども、その当時ですと、それでも随分若い留学生ですね。今は高校生なんか、

大学生もそうなんですが、留学というものに対して随分消極的な人たちが多いような気が

するのですね。その子供たちに、こんなに世界が広いのだよ、こんな世界でいろんなこと

があるのだよということをいろんな面で教えていくのも、何かこういった手法があるよと

か、こういった手続といったらおかしいですけれども、何かあるよということを教えてい

ただければありがたいなと思うのですが、御経験なら結構なんですけれども。 

○萱野教授 例えばいろいろあると思いますけれども、結局何かアウトプットするなり、

例えばこれは別に海外でなくてもいいと思うのです。国内でも今、尐子高齢化の進展等に

よってものすごくいろんな課題を日本は抱えていますから、そういった課題解決するとい

う場面でもいいと思いますけれども、実際に課題解決するということも、この場合アウト

プットということを含めて考えると、アウトプットする力を付けるには、アウトプットす

る経験を重ねるしかないのですね。それは細かいところからそれをしていく、そういう場

を設けていくということだと思うのです。何か１つこれをやればすごくこれで世界が広が

って次にいけるということではなくて、小さな、小さな日頃の積み重ねの中でアウトプッ
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トする経験を積んで、それによって力を養っていって、そこで自信を付けていくというこ

とだと思うのです。ですので、まずは細かいことでいいからやれることからというところ

が１つのヒントなのかな、入り口なのかなと思います。 

 それから、語学に関して言うと、私も留学していたときに、よく日本人からこういうこ

とを言われたのです。発音とか文法とかぐちゃぐちゃなのに、よく恥ずかしくないな、私

は積極的にできるだけ話そうということで意識してやっていたのですけれども、そうする

と同じ日本人から、あんな下手なフランス語でしゃべって恥ずかしくないのかみたいなこ

とを言われることがあるのです。どうも私たちは文法も、発音も完璧でないと外国語を話

せないという心理的な壁がありますが、実際にいろんな国の人たちが集まってフランス語

を使って、フランス人の中にいてコミュニケーションをとっていると、あんまり関係ない

のですね。私たちが気にしているほど世界の人たちは気にしてないことが多いのです。 

 日本は、これはいいところだと思いますけれども、非常に空気を読んで、いろんなもの

を配慮してしまう。この傾向は今の若い人は非常に強くなっていて、空気を壊さないこと

だけに１日中能力、エネルギーを使ってしまうという状況がありますから、何とかそこを

もっと自分のやりたいことに一歩踏み出せるようになってほしいなと私自身も思っていま

すけれども、これは難しいなと思いますね。経験の積み重ねということと、あとは今いる

この空気だけが自分の世界ではないのだということを尐し感じるようにしなければいけな

いのですけれども、具体的にはどういうことがいいですかね、私も難しいなと思います。 

 学生を日頃見ていて、学生も特に女子大だというのもあるかもしれませんけれども、皆

ものすごく周りに配慮して空気を読むのです。これはやさしいことの表れで良いことでも

あると思いますけれども、自分が一歩踏み出そうとするときにはどうしても足かせになっ

てしまうということがあります。ここが使い分けるようになるといいなと思いますけれど

も。 

○髙木委員長 ありがとうございます。 

 以前、テレビか何かで萱野先生のお話を聞いたときに、英語圏かフランス語圏かという

ような中で、思い切ってフランスへ行ってみようということを聞いたことがあったのです

けれども、今思い出して、一歩前に出る、アクションを起こすということをこれからの若

い人たちにどんどん植え付けていくというのはおかしいのですが、そういうのも伝えてい

かないと、なかなか言葉ではグローバル化、グローバル化と言っておりましても、そこに

辿り着かないのかなと今改めて感じました。 
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 逆に言うと、先生の思い切ったアウトプットすることをこれからも伝えていきたいなと

いうのは感じました。 

○萱野教授 そうですね。やはり海外に行くことだけが一歩踏み出すことでもありません

ので、例えば日常の何か問題を解決してみる、そこで自分なりの行動力を出してみるとい

うことの積み重ねの中に海外があったりとか、別の舞台があったりすると思いますので、

小さな舞台をどんどん用意していくということですかね。 

 私は今のお話でいうと、知的なレベルで、これは別に学問の世界だけでなくて、いろん

な世界で活躍するために一番大事なことというのはある意味度胸なのかなという気もして

いるのです。だからといって傍若無人に振る舞うことがいいということではなくて、世界

中で見ると日本人は非常にやさしいですから、そのやさしさの中で何かもっと度胸が加わ

ると本当に最強になるのだなと私はいつも思っております。それを何とか付けるためには、

大人からの最初はやはりバックアップが必要なのだろうなと思います。 

○吉田委員 今のお話の中で、まさに私どもは教育の小学校、中学校、高校、大学を含め

て、そういうバックアップするということが求められているわけですけれども、今、大学

では学生さんたちが、先生がおっしゃるようなアウトプットするような、そういう力を身

に付けるためにどんなふうにやっておられるのか、尐し具体的なところでお話いただけれ

ばうれしいのですが。 

○萱野教授 まず社会に出たら、大事なことはアウトプットなのだという認識をまず持っ

てもらうということが最初のスタート地点では必要ですね。特に大学生は高校までの勉強

でインプット中心の勉強をしてきましたから、アウトプットということがそもそもどうい

うことかということをまだあんまり実感できてないところがあるのです。大学以降は、例

えばレポートを書くにしても、教科書丸写しとか丸覚えだけでは書けませんから、ちゃん

とそれを自分なりに理解してまとめるという形でアウトプットの作業に移らないといけま

せんし、ゼミで発表するのもアウトプットですし、企業に入れば、就職活動の時点で自分

の長所はどこにあるのかとか、なぜこの会社を志望したのかとか、そういったところでア

ウトプットが常に要求されるわけですね。企業に入れば、例えば業績の報告でも、それか

ら、企画の発表でも、常にアウトプットが必要になってくるということ、社会ではアウト

プットをするということが知的活動なんだということをまずは教えるという、まずそうい

う認識を持ってもらうということですね。 

その上でアウトプットをしてくださいよということで、例えばゼミが大学だと中心の場
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所になりますけれども、全部学生に任せるということですか。学生に任せて、例えばどん

な、こういう問題があるけれども、あるいは、こういう分野、例えば私のゼミであれば哲

学と社会の問題を扱うゼミですけれども、その中で皆はどういう問題をやりたいか、問題

から探してもらって案を出してもらう。それをどうやったら解決できるかということも考

えてもらう。 

それから、私はグループワークもいいですけれども、グループワークだとどうしても中

心人物にみんなが頼ってしまってできてしまうので、その中でチームでやるという良さが

ありますけれども、個人で動いてもらうということのほうが効果が高いことが多いなと思

います。何か例えば課題があったら、課題の解決もそこで学生たちにしてもらう。ＯＪＴ

でしたか、要するに実際にやること自体がトレーニングになっているというような、そう

いうことをしていますね。 

あとは私は大学の授業で哲学の授業を受け持っていますけれども、私立大学ということ

で 600人ぐらいのマスプロ授業になります。そうなるとどうしても一般的には講義をして、

半期なら半期が終わったときに試験をするという形になりますけれども、全く効果がない

のですね。試験の勉強しておいてくださいよといっても一夜漬けで勉強して、あとは試験

会場に行ってぱっと問題を解いて出す。そうすると翌日には内容を忘れていますし、テク

ニック的なものだけが継承されてきている形になりますから、私はそういう試験もやめて、

毎回、毎回１時間半の授業の最後の 15 分ぐらいに、今日やったことに関して、こういう

問題があるからこれをどう思うかというのを毎回レポートというか、意見、ペーパーを出

してもらうようにしています。それで平常点だけでやる。もちろん最後に試験をしてもい

いのですけれども、日頃やはり何かインプットしたものをどうやって自分なりにアウトプ

ットしていくかという訓練をするようにしています。 

○吉田委員 今も先生が大学へ入るまではずっとインプットできているのだ。自分の言葉

で言いかえるとするならば、ずっと教えられて、指示されて、小さいうちからずっとそこ

までいって、では大学生になってはじめて自分がアウトプットしなければいけない立場に

なる。でもそこが弱いものだから、いわゆるコピペとか、そんなものが氾濫するようにな

って、なかなか自分のことが出せないのではないか。そうするとひょっとすると小さいと

きから、あるいは小学校へ入る前から、私は幼児教育のことでやっているのですけれども、

そういうときから、何か教え込まれてやるということではなくて、今のアウトプットする

力ということを考えたとき、自分でどこまでも歩いていけるような、そんな力を生活の中
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で、遊びの中で何か育つ、そこがスタートではないかなと今ふっと思ったのですけれども。 

○萱野教授 我々の教育の方針自身が、どうしても何か知をアウトプットするという形で

あまり組み立てられてないところもあるのですね。そもそも大学の教育もインプット中心

になってしまうことがあるぐらいで、我々自身が教育の最終目標はアウトプットできる能

力なんだ、技術、例えば大工になろうという人たちに技術を教えるときも、最終的にはそ

の人が自分で技術を使いこなせるようにならなければ意味がないですから、最終的にはす

べての活動というのは学ぶ活動の目的はアウトプットなんだというような形で、教える側

自身が目標設定を変えるということが最初に必要なんだと思います。それだけでかなり変

わると思います。 

○吉田委員 ありがとうございました。 

○門井委員 今、先生がアウトプットの話をいろいろされたのですが、今の社会状況を見

ると、声なき大衆が強いみたいなんです。要するにアウトプットすることに対して足を引

っ張るみたいな、寄ってたかって非難する。ソーシャルネットワークの世界みたいなこと

で延長するように、そういった状況が見られて、アウトプットすることに対する怖さ、恐

れみたいなものが今の青尐年というか、子供たちにも相当強いのではないかなという感じ

を受けています。 

 ですから、それをいかに打ち破っていくか、それと今、先生が言われたように、そうい

うことをきちんとアウトプットなんだよと言うと、これが大事なんだということを教える

社会というのを教育も含めてつくっていく必要があるのだというお話をされて、私もその

とおりだと思っているのですが、こうした社会の風潮を、先生としてはどんな風に考え方

を変えていくようにするのがいいのか、その辺、先生のお考えをお聞かせいただければあ

りがたいわけです。 

○萱野教授 そうですね、例えばインターネットで、今回のエンブレム問題でも、中身は

別として同じような形態が見られたと思うのですね。そういった社会の大きな在り方自身

を変えるというのは難しいことだとは思います。 

 教育の場でできるのは自信を与えていくということだと思うのです。それはある種社会

の信頼を構築していくということ、社会に対する信頼、個々人が社会に対して持っている

信頼を強くしていくということでもあるのですね。何かぱっとインターネットで自分に対

して悪口が書かれたときに、社会にも自分の行き場所がないかのような気持ちになってし

まうのは非常に私としては残念だと思うのですね。こういうふうに書かれていても、こち
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ら側には自分の信頼できる人間がいるとか、信頼できるような社会関係があるということ

が実感できれば、そこで打ちのめされずに耐えたりとか、さらにそういうものを気にせず

に一歩前に足を進めることができると思うのです。そうした信頼づくりはいろんな教育の

現場でできることだと私は思います。留学するにしても、その部分があるかどうか、海外

に行くのはやはり不安ですよ。不安ですし、外国人自体が怖いとか、外国留学先で受け入

れられなければいけないからものすごく迎合してしまったりとか、そういう報道をよく見

るのですけれども、やはり例えば海外で失敗したとしても、日本に帰っていけばちゃんと

行き場所があるとか、それを受け止めてくれるような社会関係があるというようなことが

はっきりしていれば、逆に強く一歩踏み出して、むしろいい成果が出せるのではないかと

思いますので、そういう信頼づくりというところなんではないですか。 

○門井委員 ありがとうございます。 

○上田知事 本県の教育の中で、こういう萱野先生みたいな考え方ということなどを現実

的に現場の教師の人たちは、例えば目標がそれぞれ個人としてもあるし、学校としてもあ

るし、グループとしてもあるのでしょうけれども、こういうインプットよりもアウトプッ

トという形のものになっているのか。あるいはまた例えば東大に入ることが目的になって

いく、そういうことを売りにしている部分も多尐、私も実は売りにしているのですけれど

も、関西に行った時に、学校というのは５年ぐらいで常に上位の東京大学入学者が１番が

２回ぐらいで、２番、３番、４番ぐらいですよと、レベルの高い高校もありますよと。早

稲田も、立教も、慶忚もありますよ、附属高校もありますよ、そんなことでお子さんの教

育もばっちりですから、丸ごと来ても大丈夫ですよと調子のいいことを言っているわけで

す。 

 まさにこれはどちらかというと、あんまりいいことでない話までしているのですけれど

も、目の前のとりあえずのいいことだけをアピールしているのですけれども、現場ではど

うなんでしょうかね。 

○関根教育長 一般的には、やはり今の高校の教育ではインプットのほうが強い傾向があ

ることは確かですね。アウトプットという意識は低いと思います。 

 ただ、伝統校で、公立での進学校、例えば浦和高校ですと、私も校長として勤務したの

ですけれども、かなりアウトプットもしています。教員のほうもそういう意識があります

から、浦和高校ではアウトプットを重視していました。そういう力を付けるという点では、

物理の論文指導はすごいですね。50 年間の実績があるのですが、浦高では物レポという物
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理のレポートがあります。大体年間で 10 本から 20 本書かせる、最初の数本はすべて教員

がだめ出しです。よく、大学生になるとレポート作成が大変だなどと話題になりますが、

あれを経験した子たちは、大学に行って、全く困らないのです。浦高でもっと厳しいレポ

ートを課されたので、既に十分鍛えられています。それは意識してそうしているのです。

また、ディベートなども公民などではかなり意識して取り組んでいます。しかもディベー

トをやるために、その前の段階でどういう準備をさせておくかということも意識して授業

を組んでいます。 

 ただ、やはり今の大学の入試はインプットをしておかないと点数が取れないですね。か

なりの部分はそちらに能力を割かなければならないということは確かです。でもそうでな

い部分でも、やはり伝統のある学校は優れています。大学に行ってからも必要であるとい

うことが分かっていますので、入るための勉強だけでなくて、入ってからの勉強というの

もかなり意識しています。それだけのプライドを高校の教育でも持っていますので、一概

にすべてがインプットではないのです。ただ、授業時間のかなりの部分をインプットに割

かざるを得ないというのが今の現状で、それを今回の教育改革でやりたい、ということで

学び方の方法を変えていこうというのが今の流れですね。 

 ただ、アウトプットを意識していくということについては、言葉の持つ力を駆使して、

印象のあるメッセージとしてアウトプットを引用していけばインパクトがあるのだと思い

ます。そういう本質的なことは気が付かなかったわけではなく、考えてはいたのにもかか

わらず、なかなかそこに労力を割けないできたという、そういう思いが高校の教員にはあ

ると思うのです。そのようにやりたいんだけれども、なかなか現実的にはそうはいかなか

った。それが、今の潮流にだんだん変わりつつある。ですから、次はアウトプットという

言葉を表に出していくと、現場の教員がスッと腑に落ちると言う感じがしましたので、非

常に参考になりました。ありがとうございました。 

○萱野教授 やはり大学入試も変わらないと、なかなか高校までの教育も変えることがで

きないと思うのです。大学入試がずっとインプットの力を試すようなものであれば、やは

り高校はそれに対忚せざるを得ませんから、大学も変わらなければいけないということだ

と思いますね。 

 アウトプットといったときに、要素として、今日もいろいろお話が出ましたけれども、

２つ大事だと思うのです。１つはアウトプットするだけの勇気というか、先ほどもいろい

ろ御質問がありましたけれども、行動を支えるための何か精神的な基盤、ちゃんと勇気を
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与えるということ、もう１つがアウトプットするときには、原理というか、その物事がど

う成り立っているのかということを把握することができるかどうかがアウトプットの力に

非常に結びついてくるのですね。丸暗記では実はアウトプットには全く対忚できずに、例

えば司法試験でも、すぐに受かる人というのは法の原理を見抜く力はものすごくあるので

す。法の条項を丸暗記していれば、それはいつまでたっても終わらないです。丸暗記では

なかなかアウトプットができない。でもこういう原理でこの条文というのはできているの

だという原理の部分が、例えば法というのは権利を組み合わせていろんなものができてい

ますけれども、この権利とこの権利がこう組み合わさるからこの条文があるのだというふ

うに理解している人は、かなり早く司法試験に受かりやすいのです。物事の原理をつかむ

ということと、アウトプット、行動力を支える勇気を持つ、この２つが私はアウトプット

の根幹にあると思います。原理を把握するというのは哲学がずっとやってきたことですの

で、私はそこが専門的には力を発揮すべきところだと思って日々教育には携わっているの

ですけれども、例で挙げると例えば歴史教育でも、日本はこうなりましたよということで

細かい出来事の羅列を覚えることに重点が置かれますが、フランスでは、例えば何でフラ

ンス革命が起きたのか、どういう状況があって、どういう原因があったからフランス革命

が起きたのかということを考えさせるのです。これはやはり原理を探らせるということに

なると思います。そういったところに尐しずつでもシフトしていければ、アウトプットの

力は付くのではないかなと私は思います。 

 それがさっき言ったように、ルールづくりも、結局なぜこれをやるかという根拠と、そ

れから、この物事はこう成り立っているべきだという原理、原則というものが必要になり

ますから、国際的な例えばＴＰＰのようなルールづくりになっても、力を発揮できるので

はないかなと思っています。 

○藤崎委員 私は 89 年度にソウルに語学留学しまして、ちょっとそのころのことも思い

出しました。やはり語学ができるようになりたかったのですが、実際に実は大学でも特徴

がありまして、ソウル大学はとにかく読み込み、翻訳、そういった勉強が中心になってい

ました。延世大学は会話や発表が中心になっていたので、とにかく語学力をつけようとそ

ちらに留学することにしました。語学がだめでも、例えば現地のものをおいしく食べると

か、この人と一緒にいると楽しくなるという日本人留学生が人気がありました。そしてビ

ジネスも成功したりしていました。さっきおっしゃったように、本当に伝える力、伝えた

いという気持ちが大切だと感じたことを懐かしく思い出しました。 
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 ちょうど今日、委員長の提案で、実は今後の 18 歳の選挙権に対して、どういう風に高

校での教育を考えていこうかという話がありました。先生から御覧になって、今後、特に

学生をたくさん教えていらっしゃるということで、それについて今お考えになられている

こと、それから、埼玉県でも、こういったことをしたほうがいいのではという御提案をい

ただけたらと思います。 

 あともう１点は、女子校のスクールカウンセラーをやっています。今、考えるのは女子

教育についてです。埼玉県にも女子高もありますし、個人的にはあまり男女というのをこ

とさら強調するのは好きではないのですが、やはり教壇に立たれていて、女子教育の将来

について感じていらっしゃることを教えていただきたいなと思いました。 

 以上です。 

○萱野教授 最初のが 18 歳に選挙年齢が引き下げられて、それについてどのように、特

に教育の部分でどう考えるかということですね。 

 私はずっと 18 歳に選挙年齢が下げられることに賛成して推進派としていろいろ発言を

してきまして、その一番の理由が、年によってはということにはなりますけれども、18 歳

で大学や例えば仕事で実家を離れる前に選挙ができる機会が与えられるということなんで

すね、一番の理由というのは。要は地元にいるときに１回選挙があるかないかというのは、

恐らくその後の人生にとっていろんな意味で影響を与えてくるだろうと思っております。

そこで例えば家族と選挙、政治のことについて話す、学校で話す、そういう機会が得られ

る。私は愛知県出身ですけれども、18 歳で東京に来て、一度も愛知県で投票したことがな

いのです。そうすると地元の選挙、もちろんこれは年によってある年とない年があります

から、必ずしも 18 歳に下げられたからといって毎年あるわけではありませんけれども、

でももしあれば、あっ、地元の選挙はどうなんだということで尐し関心がわく可能性もあ

るのです。そういう点で、地域の公民教育というものに非常に強く影響を与えるのではな

いかと思って、ずっと 18 歳に選挙年齢を引き下げることに関しては推進派として発言を

してきました。 

 私はその場合に、どういう教育が役割を果たすべきなのかということを考えるのですけ

れども、私自身は、具体的なことを教えるべきかなと思っております。例えば政党の選挙

のときの公約を見てもあんまりよく分からないと思うのですね。どこがどう違うのか、特

に選挙になるといいことが結構書いてあったりしますので、なかなか比べられないと思い

ます。よくインターネットでも、あなたの主張を、これがいいと思うか、悪いと思うかと
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かいうことで○×を付けていくと、あなたの向いている政党はここですよみたいな答えが

出るようなサイトがあるのですけれども、あんまりやってみると役に立たないのです。何

でなのかというと、結局選挙が終わって、実際に議会が始まると、予算をどう分配するか

という現実的な制約にあらゆるものが縛られてしまうということがあると思うのです。私

は結局議会でやっている一番大事なことは予算をどう使うかということだと思うのです。

それは人々から集めた限りある財源をどう使うのか、ここの部分を考えてもらうことのほ

うが、選挙でどこに投票するかということより実は大事なのかなと思っております。 

そこでは人口がどうなっているのか、あるいは社会の中でどういう問題があるのか、そ

ういったことも考えなければいけませんので、単純にここの政党が良い悪いみたいな形で

やると、また教育を政治の場にしていいのかという議論が出てきますが、私はそういうこ

とは望ましいと思っていません。むしろ例えば埼玉県であれば、これだけ予算がある。今

はこういう形で使われている、これはもっといい使い方があるかどうか、あるいは今のほ

うがいいと思うか。そういうことを学んでもらうということがいいのではないですか。お

金の話はみんな好きで、何歳からでも好きなのですね、関心も引きやすいかなと思ってお

ります。ですので、公民教育といって、何か言葉の上で主義や主張を比べるのではなくて、

現実的なところでお金の使い方ということを学ぶというのがいいのかな。あるいはそのお

金をどう集めるのかということも含めて、誰がどういう形で負担するのが一番公平なのか

ということも議論に含めてですけれども、そういう具体的な話がいいのではないかと思っ

ております。 

 女子教育に関して言うと、今、いろんな企業の方々に就職試験の状況を聞くと、非常に

優秀だと言われます。女子学生のほうが男子学生のほうよりも平均的に優秀だという声は

よく聞きます。最終面接、性別関係なくやると全員女であるから、男に下駄を履かせない

と合格しないぐらいだみたいなことを言われるのですけれども、私も女子大で教育をして

いて、非常にまじめです。言ったことをやりますし、それに就職活動も非常にまじめにや

ります。ですので、そのまじめなところというのはすごくプラスのところなんだろうなと

思うのです。特に今は昔の世代に比べて、社会からこぼれ落ちてしまう恐怖感というのは

皆さんものすごく持っていますから、私が大学のときは、何か適当にやっていても、どっ

か就職するだろうとか、そういう気持ちで、バブル全盛期のころでしたから、みんな余裕

で構えていましたけれども、今の学生、若者はそんなことはありません。本当にちゃんと

やらないと自分がこぼれ落ちてしまうかもしれないという気持ちでいますから非常にまじ
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めです。 

 ただ、私はもうちょっと問題になるなと思うのは、やはり言われたことから外に出て何

かをしようというところの勢いが尐し足りないな、そこは尐し乱暴でも男子学生のほうが、

１教えると 10 ぐらいになって、リスクも多いけれども、返ってくるというようなことが

あるのですけれども、女子学生はそこの部分で、自分で言われてないところまでどんどん

いくというところが尐し弱いのかなという気がしていますので、そこをもっと伸ばせれば、

何かどんどん世界が開けてくるのがあるのではないかなと思っています。私もいつもそこ

は苦労しています。 

○上田知事 時間がなくなったのですが、志賀委員は大丈夫ですか。 

○志賀委員 私は中学生の子供がおりまして、日々奮闘している毎日なんですけれども、

今の子供たち、これは日本人の特性だと思うのですが、守りの文化といいますか、自分だ

けが本当に特別なことをやって、周りと違うことをすることで、何か言われるのではない

かとか、そういった感情がどうしても芽生えてくるのかなというのを見ていて感じるので

す。やはりそういったところをアウトプットをするためには、やはりそこをさっき先生の

お話にありましたように、そこから勇気を持って一歩前に進めるような努力、それにはや

はり将来的に大学に入るのはもちろんですけれども、もっと先の自分の夢や、希望や、社

会貢献というものに焦点をあてて、そこに至るまでに自分が今何をすべきかということを

考えることが大事なのかなと思っています。やはり幼いころからの体験や、体験学習とい

うのは私はすごく必要なのかなという感じではいるのですけれども、ただ、現状を見てい

ると、正直なところ、親が子供を手放す時期というのがなかなか難しいような気がしてい

まして、私から見ると、親というのは本当に見守り、そして自立させるのが親の仕事だと

思うのですが、なかなかそこのところがうまくいかないで、ずるずる子供と一緒に親が就

活までいってしまっている保護者の方も実際に多く見ています。そういったところをひょ

っとしたらお感じになっていることもあるのかなと思うのですが、そういったことはどう

でしょうか。 

○萱野教授 まず中学の子供ということで言うと、やはり中学が一番難しい時期ですね。

自我がだんだん芽生えてきて、今までの家庭と学校が一直線にいたのが、断絶が生まれて

きて家庭と分けるようになって、ただ、こちらはこちらで自立しようとしても、実はもの

すごく同調圧力の中で、自分は恥をかきたくないという気持ちがまず最初に出てきますか

ら、そこで窮屈な思いをしながら大人になっていく過程だと思うのですね。中学はそうな
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んですね。 

 高校になると、特にまた偏差値によってある程度振り分けられて、特に進学校は変な足

の引っ張り合いというのはむしろなかったりして、のびのびとできるような環境があった。

私なんかそうだったのですね、中学と高校で全く雰囲気が変わって、こんな自由でいいの

かと最初とまどったぐらいでしたけれども、愛知県は管理教育が厳しいところでもありま

したし、ただ、中学だとどうしてもいろんな学生がいる、そこもいいところだとは思いま

すけれども、そこで例えば自分は一生懸命運動、体育の授業で走りたいのに、女の子だと

自我が生まれて、何、まじめに走っているのという形で、体育なんてまじめにやらずにち

ょっと力を抜くぐらいがちょうど仲間の中でいいんだというと、本来自分は体育でいっぱ

い頑張りたいという機会が与えられているのに、そういう機会を生かせなかったりすると

か、そういったこと、あるいは授業で発言をしたいのに、発言すると、何、あの子は発言

しているの、ばかじゃないのみたいなことを言われるので発言できないとか、そういう空

気に一番さらされるのが多分中学のころかなと思うのです。 

 そのころに、難しい時期だというのは非常にわかりますけれども、そこをどうやったら

いいのかというのはちょっとわかりません。ただ、言われたことの問題意識というのは私

も非常にわかるというか、共有しているものがあります。どこかでやはり逃げの場所とい

うか、みんなの同調を集めるのにさらされなくてすむ場所をそれなりに用意して、複数の

中でうまくそういったものを使い分けられるようにする、環境をつくるということがいい

のでしょうね。恐らくは。学校で皆でいるときに、１人だけ突拍子もないというか、異行

みたいに思われるのは、中学生では多分耐えられないと思うのです。 

 もう１つ何でしたか、後半のほうは。 

○志賀委員 私は親ができてないと思うのですけれども、基本的に就活にも親が一緒につ

いて行ったりとか、そういうことが非常に多いので、そういったところなんかはやはり大

学に入るときも親が、就職も親が、そこまで私は行きたくないなと思ってはいるわけです

けれども、今、そういった現状を見て先生はどのようにお考えになっていられるのかなと。 

○萱野教授 本来、教育は１人で生きていける力を付けるためのものですから、親がずっ

とついているというのは、教育のために親がつきっきりになるというのは、本来は矛盾し

ていることかなとは思うのですけれども、ただ、私も大学で、もう今や入学式、卒業式に

親御さんが来られるのは当然で、大学としても拒否はできないのです。やはり大学、特に

私立大学だとお客さんという位置付けになりますから、特に親御さんがその出資者ですか
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ら、その意向に逆らうことはできませんし、就職活動も今や親御さんがついて行く、それ

から、単位の認定でも相当今苦情があります。大学で。何で落としたのだ、ものすごいで

す。大学もクレーム処理部みたいなものをつくらなければ対忚できないのではないかと言

われるぐらいで、なかなか興味が沸いているという状況ですね。 

 私はできるだけ、特に大学に入ったら突き放すぐらいのほうがいいだろうな、本当に信

頼関係があれば、困っているときというのは相談に来ますから、そこまでそれをちゃんと

つくれるかどうかのほうが大事だと思います。ずっと付きっきりでないと心配でしょうが

ないというのは、むしろ信頼関係をつくるのに失敗しているということですから、そこは

やはり親御さんのほうも試されているのだろうなと思います。 

○志賀委員 ありがとうございました。 

○上田知事 すみません。なかなか結論を出す会ではございませんので、萱野教授のほう

からは、貴重な御意見をいただきました。一旦有識者からの意見交換ということに関して

は終了させていただきます。５分程度の休息をとって再開をしたいと思います。 

 萱野教授には誠にありがとうございました。 

〇萱野教授 ありがとうございました。 

 

〔暫時休憩〕 

 

○上田知事 では再開をいたします。 

 

（２）教育の針路 

 

○上田知事 教育の針路、３つ目の高校再編整備のところからです。 

○関根教育長 私から簡単に、高校再編整備のものと、４つ目のグローバル人材を一緒に

説明させていただきます。21 ページを御覧ください。 

 これまでの高校再編整備の実績を示した図であります。再編整備による学校数の推移と、

その間に開校しました特色のある新校を掲載したものでございます。 

 続きまして 22 ページを御覧ください。 

 こちらは募集学級数が５学級以下という小規模の高校の数の推移でございます。前期再

編整備計画による統廃合が始まったのが平成 17 年です。17 年度以降、５学級以下の公立
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高校数が減尐しております。 

 続きまして 23 ページですが、こちらはおよそ 50 年間の公立の高等学校全日制の生徒数

と学校数の変遷でございます。大体平成元年あたりがピークになっております。 

 続きまして 24 ページ、こちらは高等学校再編整備が始まった平成 13 年度から昨年度ま

での公立高等学校全日制の生徒数、教員数、学校数の推移でございます。生徒数の減尐と

ともに学校数、教員数も減尐してきております。 

 続きまして 25 ページです。こちらはこれまでの高校改革でいうと、公立高等学校全日

制における国立大学進学者の状況を示したものでございます。特に折れ線グラフで示した

ものが進学率になります。ずっと上昇傾向にあることがわかります。 

 続きまして 26ページですが、こちらは高等学校における職業教育の取組でございます。

各学科で必要とされる日々の職業教育のほかに、「埼玉からアジアへの扉を開く！実践的

職業教育グローバル事業」などの事業を実施しております。 

 続きまして 27 ページですが、こちらは職業教育の成果についてまとめております。就

職内定率は、リーマンショックがあった平成 19 年度から落ちまして、急速に落ち込んだ

ものも一貫して改善ベースになり、今、過去最高ベースになっております。 

 それから、誠和福祉高等学校では、３年連続で介護福祉士の国家試験の合格率が 100％

になるほど、資格取得においても成果をあげております。 

 ここまでが高校再編整備関係です。 

 続きまして４番のグローバル人材ですが、28 ページになります。 

 こちらは埼玉県グローバル人材育成基金の概要の整理でございます。県からの当初積立

金と民間寄附や個人からの寄附により運営しております。特に平成 23 年度に基金を創設

して以来、基金残額は約７億円、これまでに受けた寄附件数は、平成 27 年６月１日現在

で 47 件、約 4000 万円にのぼります。 

 29 ページですが、この埼玉県グローバル人材育成基金を活用した海外留学制度の成果で

ございます。海外留学の促進のため、23 年度から合計で約 1100 人に対しまして計画支援

を行ってまいりました。協定留学コースでは、これまで 824 人を海外に送り出してきまし

た。 

 ここまでが簡単でございますが、資料の説明でございます。 

○上田知事 ありがとうございました。 

 また 21 ページに戻りますが、基本的には生徒の数が減っている、それに合わせて学校
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の再編成をこれまで行ってきたという事実がございます。この事実と、今後の再編整備、

それから、また、その再編整備に関して、どんな形で今度は行っていくかという部分、こ

ういう論点があるのかなと私は思っておりますので、再編整備を行う過程の中での課題と

いうのでしょうか、これまでどんな課題があったのか、例えば一般的に閉鎖される側の卒

業生や地元側とかというのはノーという話ですね、新しいものをつくるときにはイエスが

多いですけれども、ノーという話が多いですね。そういうノーという話をどう整理しなが

ら発展的に解消させたり、あるいは合同化というか、共同化というか、くっつけていくと

いいましょうか、そういったものをやっていくかということになるわけですが、今後の事

務方としての考え方について教育長のほうから開陳していただければと思います。 

○関根教育長 今後の高校については、今年、魅力ある高校づくり課を新設しまして、こ

こで再編整備を含めてより高校を魅力のあるものにしていこうということで、現在、検討

中でございます。今後は生徒数のこれからの見込みと、建物の維持管理の問題等も合わせ

て考えていく必要があるかなというところで検討しているのが現状でございます。 

 今の段階では、こういう見込みでこうなりますということを出せる状況ではないのです

けれども、これを検討していこうということでございます。 

○上田知事 検討のためについての部分では、26 ページの職業教育の取組について、その

辺についてはどういう県的な考え方を持っているのでしょうか。 

○関根教育長 特に職業教育ないし専門高校について、再編整備は基本的に大きく行って

きておりません。そういうものを現実的にどうするか。例えば工業系ですと就職率が非常

に高いですし、県内の企業からの求人も多いということも考慮に入れなくてはなりません。

ただ、実際に、これから生徒数が減り、予算にも限りがある中で、例えば工業高校をどう

していくかということについては、単に予算の問題にとどまらず、今後の学科編成の在り

方等についても多角的に検討していく必要があります。専門高校全般についても、どうい

う形で維持していこうか、またはどういうふうに再編していくかということは検討を進め

ざるを得ないと考えています。 

○上田知事 27 ページの農工商業学科卒業者の進路状況を見ていくと、就職者の数は増え

ているわけですね。 

○関根教育長 そうですね、専門学科は就職の求人も回復してきていますので、就職者も

かなり増えています。 

○上田知事 進学者は逆に減っているのですね。 
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○関根教育長 微減です。やはり不況で就職難の時代には、進学希望者が多いということ

はあると思います。 

○上田知事 全体の中で推移というのはどうなんでしょうか。例えば進学者の合計の中で

の割合というのですか、全体を通しての割合が職業教育のほうが尐ないのですか、それと

も多いのですか、伸び方。全体の中で。例えば進学者は増えていますね、当然、進学率は

どんどん増えているわけですね。それに対して普通高校のほうの伸びのほうが高いのか、

それとも職業高校の伸びがどうなのか、まずはそういう意味での比較です。 

○関根教育長 そういう意味では、この 27 ページの図でわかりますように、職業教育の

ほうは進学率はさほど伸びていません。それよりも就職のほうが上がってきていますから、

そういった中で全体では進学率は上がっているといっても、職業専門高校のほうの進学率

が上がっているとは言えないと思います。 

○上田知事 入学者数というか、職業高校を希望する数というのは、実質的にはどうなん

でしょうか、例えば 10 年前と今と比べて。 

○関根教育長 大きな変化はなくきております。ある程度一定限度の数で落ち着いている

という感じです。 

○上田知事 もちろん学科の中でのカリキュラムの編成の変化というのは相当あるわけで

すね。 

○関根教育長 学科の名前を変えたりして、特に工業系等では、今の時代に合わせたカリ

キュラムに変えてきております。そういうことでは、絶えず改革はしてきております。 

○上田知事 今日的にいわゆるコンピュータやロボット化の中で職業教育で扱っていると

ころがロボット化していくとか、あるいは社会の中で意味を持たなくなってくるとかとい

うことで、逆にこういう分野しか残っていないとか、そういう色分けみたいな形は検討し

ているのでしょうか。 

○関根教育長 そこまでの具体的な検討というのはしてないのですけれども、ただ、ロボ

ット化するにしても、技術的な基本の部分、例えば旋盤であるとか、そういう基本的な部

分は、やはり身に付けたものがいなくなると困りますので必要ということになります。な

んでもロボットだけに任せておけばよい、というわけにはいきません。高校の学校教育が

今の実態に合わせて変えていく部分と、変化の中でも変わることなく、ベースとしてきち

んと教えていく内容というのがあると思います。ただ、それであっても、どんどんロボッ

ト化が進み、人工知能等が入ってきていますので、そういう部分への対忚という意味では、
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今後、いろんな意味の再編を検討していかなくてはならない時期にきているのだと思って

います。 

○上田知事 今後も基本的にはまだ統廃合、再編が必要だという認識なんですか。 

○関根教育長 子供たちの数がこのあとまた減っていきますので、そういう意味では、間

違いなく一定限は減らされるということと、建物も耐久年数等の問題がありますから、建

て替えを含む大規模の改修をせざるを得ないということも当然起きてきますので、そうい

うことを見据えて、いろいろな意味で専門高校を含めた学校の再編整備ということを検討

せざるを得ないと思っています。 

○上田知事 私からばばっと共通認識を見るためにお伺いしたところですが、皆さんのほ

うから県立高校の再編統合について、一段落はついたのですが、今後もまた展開せざるを

得ない。となると一段落ついたところの一つの総括と、今後の展開についてどうするかと

いうことについての方向性は一定程度出さざるを得ないわけですね。 

○関根教育長 はい。 

○上田知事 そういう部分での論点を御指摘、あるいは御意見を出していただければと思

います。 

○吉田委員 これから先も尐子化に伴ってそういう統合、再編をする、また新しい形の学

校をつくらざるを得ない。そういったときに、今年から魅力ある学校づくりのプロジェク

トがスタートしたという中で、私は教育委員に任命していただいてから、割と早い時期に

京都の堀川高校でしたか、荒瀬先生の話を聞く機会がありまして、何でもないそういった

学校を建物からして自分のビジョンに従って、特に進学校に変えていったというようなス

トーリーだったと思うのですけれども、学校をこれから考えていくときに、こういう教育

をしたいのだ、そのためにこういう学校をつくりたいのだというようなビジョンですね、

こういったものを実は現場の先生たちから吸い上げるといったらなかなか難しいのではな

いかというのであれば、例えば校長になる前の教頭時代に、そういった意欲のある人には、

どういう教育をする、こういう学校をつくるといったような提案をしていただき、この中

で魅力あるものをとりあげて、具体化するときには十分な財政的な裏付けの中でやってい

く。校長先生の任期についても２年、３年で代わるのではなしに、ある程度５年、６年落

ち着けてやっていただく。こういう中で魅力ある学校、本当に生徒がこの学校に行きたい

というような学校が生まれてくるのかなという、機械的にこの地域だからもう統廃合して

しようがない、ここでやるか、中間にするのか、あるいはこっちを潰してこっちを残して
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やるというだけの統廃合であれば、なかなかそこまでいかないのだけれども、そういうこ

とをチャンスにしてそんな学校づくりをしたら面白いかなと思っています。 

○上田知事 伊奈総合学園なんかもやはり当初、非常にユニークなというか、新鮮な、な

おかつ魅力的な形で受け止められたわけですね。この再編・統合の中でどこが一番そうい

う意味での魅力的なとか、新鮮なとか、特色のあるという形になったのですかね。 

○関根教育長 伊奈は今回の再編整備ではなく、その前の時ですね。 

○上田知事 ここが評判になっていますねというような、あるいはここに進学希望者が多

いですねとか、こういった部分でどうなんでしょうね、実際は。 

○関根教育長 21 ページに、これまでの相当ある再編整備の学校が出ておりますが、例え

ば戸田翔陽高校というのは３部制の定時制です。朝、昼、晩という３部制で、ここは様々

な事情や背景により、例えば不登校を経験した生徒も通っておりますし、登下校の時間帯

も様々ですので、かなり多様な受け入れ体制が整っています。このような学校は、かつて

はなかったものですから、そのような点が戸田翔陽とか、吹上秋桜とかでは、以前にはな

い学校として子供たちも通ってきているかなと思っています。 

 そのほかでは、誠和福祉高校も、福祉の分野では、特に資格試験などは極めて高い合格

率で 100％という実績を出しています。これらの学校のように、新校にして統合した結果、

魅力を出しているという学校はあると思います。 

 全体的にそういう意味では、統合して、かつてはなかなか生徒が集まりづらかったもの

が集まるようになったとか、魅力を出せたということはあると思っております。 

○上田知事 全く衣替えしたという感じでいくと、滑川総合なんかあるのですか。秩父農

工科学はやはり秩父農工が母体になっているのですね。 

○関根教育長 そうですね。秩父農工も家庭科の観点もつけ加えて農工科学という形にな

りました。 

○上田知事 進修館もやはり行田進修館が母体になっているのですね。 

○関根教育長 行田進修館と行田工業が隣同士でしたので、そこが一緒になって進修館に。 

○上田知事 母体があって、そっち側にいかせた、吸収されるというのでしょうか、そう

いう形での伝統を活かしていくやつと、全く合体して違う性格の学校になっていくという、

大体二通りのパターンでしょうか。 

○関根教育長 大きく分けるとそういう形になると思います。 

○上田知事 全く違うパターンという形でいって、特色のある形がこういう誠和福祉とか、
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あるいは滑川総合なんかもそうでしょうね。普通高校が総合高校になってくる。あるいは

戸田翔陽とか。 

○関根教育長 はい、あと狭山緑陽とかですね。 

○上田知事 今、吉田委員が言われたように、何かぴかぴかっという感じもほしいと感じ

ますね、ぴかではなくてぴかっ。 

○吉田委員 もうあそこへ行きたいという。 

○上田知事 今のところは大体ぴかっぐらいはあるわけですね。ぴかぴかぴかっぐらいの

感じで、今はぴかぴかかもしれません、それにもっとぴかっという感じがどっかに乗っか

れば、そういうものをつくるために、こういう現場力のある、指導力のある先生たちが、

将来自分がもし校長だったらとか、もし自分が教頭だったらこんな学校をつくりたい、こ

んな教育方針に沿った形のカリキュラムや学校づくり、校舎づくりというのですか、やは

り器も必要でしょうから、教育の内容によっては、単純なマッチ箱を縦にするか横にする

かだけでなくて、もうちょっと工夫が必要でしょうから、そういうものを募集して、場合

によってはそういうアイディアを持った人たちがぶつけ合って、１人だけの知恵ではなく

て、集まってそういう意見を聞く会だとか、そういうことは可能なんですか。やったこと

はないでしょうけれども。 

○関根教育長 どんなふうにできるかは研究してみる価値はあると思います。 

○上田知事 例えば知事部局サイドでは時々やっているわけですね。部局を越えて手を挙

げてもらって、わいわいがやがやと言いながら新規事業を打ち出そうと。どうしても１つ

の課を中心に組み立てていると、いつの間にかそういうふうな感じにみんながなってしま

って、案外その人たちがよその顔を眺めるといい意見が出ているのですけれども、この中

ではあんまりいい考えは出ないという、よそのところはよく見えてしまうという、自分た

ちのところではもう固定観念が一つできあがっているのでなかなか出ない。だから部局横

断的にいろいろピックアップして議論させると結構いい話が出てくるというのがあるので、

何らかの形でそういうのを募集したり、また、募集しただけでなくて集めて議論をしてい

ただいて、将来もしつくるのだったらこんなものだと、そういうのも現場にいる人たちが

何だといったら、ひょっとしたらぴかぴか以上のぴかっというやつが出てくるかもしれま

せんので、そういうのをちょっと考えたらどうでしょうか。 

○藤崎委員 これはまだイメージなんですが、もっと高校がそれぞれの地域色を生かして

特色があったらいいなというのは考えていたのです。例えば和紙の文化遺産に選ばれまし
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たが、高校の勉強と同時に和紙の楮を育てたり、そしてすいたり、あるいはデザインを学

んだり、木工、その高校に行くと、こういったことが学べるという中で、埼玉の中でそれ

ぞれの特色を守っていけるような学科があってもいいのではないかなと考えていました。

例えば川を守るためのカリキュラムがあったりして、他県なんかを見ますと、カヌーから、

ボルダリングから、いろんな川魚など、それから環境、そして科学とか、そういったもの

を結びつけるとか、あるいは桜並木が有名なところでは、樹木医の資格まで取るのはもち

ろん無理ですけれども、そういったことを前提とした基礎教育ができたりとか、いろいろ

な何かその高校の特色を打ち出していけたらいいのではないかと考えたりします。 

 来年からは、アニメーションも勉強できるような私立の通信制高校が始まると聞いてい

ます。大宮中央などはかなりマンモス校となっていますが、不登校、中退などを考えると、

この通信制をもう尐し充実したものにしたいですね。今、進路変更がなかなかしにくい部

分もあります。簡単に進路変更をすることがいいとも思いませんが、現状から考えると、

そういったことを今ある学校をさらに充実させ、変えていくかということを実践できれば、

高校生たちにも夢を持ってもらえるのではないかなと思ったりします。 

 門井委員が以前、中学生からどんな高校に行きたいかアイディアを募ったらどうか、と

いう提案をされていました。そういったこともぜひやってみたらどうかと思います。 

○上田知事 今の話も重要だと思います。進路変更なんかというのは、例えば総合高校な

んかできるのですか。学科の変更というのでしょうか、コースの変更なんていうのは総合

高校なんかできるのでしょうか。 

○関根教育長 学校や学科、どの時点かによりますね。 

○上田知事 可能なところは可能なんですね。 

○関根教育長 場合によりますが、入学してから専門を選ぶという制度を採用している学

校もあります。 

○上田知事 できればゆるやかにシフトができるシステムなんかあったらいいかもしれま

せんね、たまたま今この学校にいるけれども、進路変更したいということで２年次になっ

たらこっち側に行っているとか、違う学校に行っているとか、そんなことも可能になると

もっといいかもしれませんね。浮気者がいて、あっちこっち行ってもらっても困りますけ

れども、渡り鳥みたいに１年おきに学校が代わるのでは困ってしまいますけれども。 

○髙木委員長 23 ページの全日制の生徒数の関係なんですけれども、一時期から比べると

約 40％ぐらい落ちている。それで参考に書いてあります私立高校の生徒数は、ピークは６
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万 9000 で、５万 4000 ということで、これを比べると 20％台、どちらも落ちているので

すが、落ち方を比べると圧倒的に公立高校のほうが下がっているのが現実なんですね。や

はりこの辺のところをちょっと考えますと、やはり私立高校の魅力が何かあるからここは

落ちないのかなと思ってしまうのですね。公立高校として、例えば先ほど知事がおっしゃ

った伊奈学園なんかは、伊奈学園まで２時間近く通っている子供も学校訪問していくとい

らっしゃるのですね。やはり何か魅力があるのですね。その魅力を県内のあちこちにそう

いったさっき言ったぴかぴかっという学校を、それぞれ伝統校で各地区にありますけれど

も、そういったものを再編していく中で、ぴかぴかっと輝くものを各地区に 1 つだけずつ

つくっていくという目標を持って進んでいくというようなことをしていかないと、私立高

校の人気はずっと維持するけれども、公立はどんどん離れていってしまうというような懸

念を感じているのですが、これからの再編の中で、そういうものを含めて、何が魅力なの

かということで思います。先ほども萱野先生がお話になっていましたけれども、例えばフ

ランスに行って、食文化に関しては余り語学力も要らないしという話もありますし、そう

いう違った分野で、例えば前、教育委員のみんなでお寿司屋さんへ行ったことがあったの

ですけれども、そのとき中学生のすし職人がいて、中学生から 10 年間やれば一人前にな

れるという話があったのですが、子供から、子供というか一人前の社会人です。でもそう

いう食だったり、デザイナーだったりというものを特化した学校があってもいいのではな

いかなという気がするのですね。 

 ですから、この際、再編する中で、そういうぴかぴかっというものを打ち出していって、

これから変わっていくよというようなものを、先生方にもそういったものを、さっき吉田

委員がおっしゃったようなアイディアをそういう形から募ってもらう、そんなものが具現

化できたら素晴らしいのかなと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

○上田知事 そうですね。ただ、すし職人希望者が５人とかだったら、なかなか採算ベー

スが厳しいかもしれませんね、講師陣だとか、そういったのがつらいかもしれませんが、

やはり現場力ですからね、すし職人なんかというのは。ただ、一般の教養を持った上で、

そういうこともできるというのだったらもっといいのでしょうね。多分。また、友達もそ

の時期にそこそこ違う友達がいるというのも大事かもしれませんね。 

○髙木委員長 すし職人は一例ですけれども。 

○上田知事 ほかにはございませんか。 

○志賀委員 例えば私の息子は中学３年生なんですけれども、同じ学年の男の子で、その
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子が今度青森のほうの高校に行くことが決まったという、それは推薦だと思うのですけれ

ども、私立は結構野球をやっていて、野球の推薦とかはすごい強いところ、甲子園に行く

ような学校がありますね、そういったところに夢や希望を持って、自分は勉強は苦手だけ

れども、これで頑張りたいと凄くこつこつ努力をして、最初、決して小学校のころから知

っているのですが、そんなに上手ではなかったのですが、今はやはり努力の積み重ねで野

球で自分は一番になるのだということで、今度は青森に単身で行くことが決まったそうな

んです。そういうことを聞いていると、子供は目標を持つと、その学校に青森でも行きた

いというわけですね。例えば公立でそういうところというのはなかなかお金もかかるし、

難しい部分があるのだとは思うのですが、甲子園に出れるような、そういう野球のチーム

を養成する学校であるとか、本当に一番を目指す学校、またさっき藤崎委員がおっしゃっ

たみたいな、和紙、和紙だって埼玉県で小鹿野町でしたか、日本の伝統文化がすごく多い

のですね、私の住む鴻巣も人形の町なんですけれども、岩槻もそうですね。埼玉は日本の

伝統芸能や文化が継承されている地域がすごく多いのですね。そういったところをぎゅっ

とそういうものを学べる学校とか、そういう特色ある学校づくりというのをやると、子供

たちはそこに結構目がいくのではないかなと感じました。 

○上田知事 ユネスコの無形文化遺産になった小川の和紙技術、紙すきプラスアルファの

紙すきなんか学んで地域の産業を興すという役割とかがあるいは必要かもしれませんね。

そういうところに希望する人たちがどのくらいまたいらっしゃるかとか、そういう課題は

持っています。それに合わせた形での、多分技師というか、非常勤講師みたいな人たちは

地元の方々から集められるのでしょうけれども、それ以外の部分で、そのコースで覚える

作業というのは尐し困難な部分があるかもしれませんが、探る価値はあるのではないでし

ょうか。そういうのも尐し課題にしていただけますか。 

○関根教育長 はい。 

○上田知事 採算ベースだとか、そういうのを、それを文句を言っているのは知事部局で

しょうから、勝手なことを言って、あとでそんなお金はありませんよなんていう話になっ

てきたりするかもしれませんが、でも可能性は探っていいのではないかと思います。 

○藤崎委員 つけ足しで、すし職人ですとか、人形をつくったり、例えば１学期間、学校

にいたものの、夏休みから急に意欲がなくなってしまって、そういった子に２学期は社会

経験をしておいで、あるいはすし職人を目指したいという、そういう現場に、その間はも

ちろん欠席で単位がとれないような状態になったとしても、また戻ってくる、やはり勉強
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したいと戻ってくるような、何かそういう柔軟な高校というのはまだ日本の中にないので

はないかと思います。一部の生徒たちはやっているかもしれませんけれども、そういう高

校の形も一つあってもいいのではないかなと思います。 

○髙木委員長 先ほどの話の続きなんですけれども、思い出しました。実はこれは１都９

県の教育委員長協議会が山梨であったのですね。山梨の農業高校がワインをつくっている

のです。そのワインをふるまってくれたのです。もちろん販売はできないのですけれども、

その子供たちは山梨というとワイナリーでかなり全国的にも知名度が高い、ワイン業でこ

れから将来やりたいという子供たちが集まっているらしいのです。埼玉はどうなんだとい

うと、やはり秩父のワインあり、それから、埼玉は結構日本酒をつくっているところがた

くさんありますね。もちろん大学に行ってそういったものの醸造課程を勉強したりするの

もあるのでしょうけれども、そういうところも目をちょっと高校生ぐらいに落とせるよう

なところがあると、日本酒のプロになるのだとか、やはり今までも、さっきから食文化ば

っかり言っていますけれども、そういう子供がやりたいもののフィールドを広げてあげる

ということを埼玉県がやれたらなと思うのですけれども。 

○上田知事 今、地場産業関係の人材を育てるという趣旨があっても、それは多分地域的

には喜ばれる話だとは思いますね、地域的には。 

○関根教育長 だんだんと人口が減っていくという時代の中で、地域の再生ということと、

学校教育というものは、一緒に取り組んでいく必要があると思うのです。そういうことは

模索していく必要があるのではないかと私も感じております。 

 ただ、いわゆる公立の高校がどういう役目を果たすべきなのかということは、やはりき

ちんと押さえながら、そういう中で公立の高校と地元と一緒に何かできるのであれば、一

緒にやっていくべきだと思います。ただし、先ほどの野球だとなってくると、公立で野球

選手を集めてというのはなかなか厳しいかもしれませんね。いわゆる学校教育の中におい

ては、そういうことがメーンではないので、それはちょっと厳しいかもしれません。です

が、地元と一緒にやっていくことは、様々な教育の在り方が考えられる中で、それは公立

の学校でやっていくということでは考えられるかな、などとその辺の線引きをしながら考

えることになるでしょうね。最終的には、知事が先程おっしゃってくれたのですけれども、

財政という問題があります。労働生産人口が減っていく中で、学校の施設設備も維持管理

も厳しいという中で、どういう手を打てるか。しかも魅力ある学校をつくっていかないと、

やはり私学さんにどんどん奪われてしまっては、公立学校としていかがなものかと思われ
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ます。その辺のバランスの考え方について、またいろいろな御意見をいただければと思い

ます。 

○上田知事 あと農業分野に関しての技術取得なんかでは、県立の農業大学校、高卒以上

の方々を受け入れる形ですが、ああいったところなんかは受け皿としてはありますね。そ

こで地場産業関係の人材を尐し受け止めていく。木質化をやったもので、抜群に人気が出

て、忚募がかなり関東近県からも含めて多いそうです。やはり器が立派になったので魅力

が出たみたいです。だから器もそれはそれで魅力が出たみたいです。完全に木質でかなり

立派なものです。 

 それでは、再編成についての意見を皆さんから承った形の中での集約化をまた事務レベ

ルでやっていただきたいと思います。 

○関根教育長 はい。 

○上田知事 次にページ数は 28 ページですが、グローバル人材育成基金の中身と、また

それを使っての海外留学の促進について意見を述べていただければと思っております。 

 帰ってきた人たちから意見を聞いていると、非常に皆さん感激され、また機会があれば

これに限らずいろんな形でまた留学したいとか、そういう意見が圧倒的ですね。仕事の中

でも生かしたいとかという、今のところは何かむちゃくちゃ欠陥があるという話は聞かな

いですね、事務レベルで何かそういう話は聞いていますか。 

○関根教育長 問題があるということは聞いていません。やはり行ってきた人たちは非常

に行ってよかった。そういう話はよく伺います。 

○上田知事 プログラムのコースといいましょうか、それについてはどうなんでしょうか、

枠だとか、そういったものについての意見というのは出てきているのですか、対外的に。 

○関根教育長 正式な報告を受けたというわけではないのですが、私が知っている例です

と、こういう基金があったので行けたという生徒がいた話は伺っております。 

○上田知事 レベルでは数というのでしょうか、中身についてはまたなかなか比較対照が

しにくいので難しいところですが、数だけだったら日本一という形になっておるところで

す。ただ、比較的ほかのところも増やしてきた経緯があります。どんどん減らしていたの

です。一貫してこういう類のものを。それで思い切って、これではまずいなと私も思った

ので、こういうことを考えて制度化をしたら、結果的には他の県などもやはりお金がない

時代ですけれども、追随されている傾向が出てきているみたいです。 

 もう時間が、今日の部分に関してはあと５分しかないそうです。 
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 もう１本進めるにはちょっと厳しいかもしれませんね。それでは、最初のグローバル基

金に関して、余り時間はございませんが。 

○吉田委員 グローバル人材ということで、海外へ派遣する事業ということで、そういう

ふうなことになってしまうのですけれども、一部の生徒さんだけがということではなしに、

その後高校にいるときでなくても、いつでも海外に、海外ばかりでなくて目を向けられる

ような裾野を広げるようなということを、今日たまたま萱野先生のお話の中にあったアウ

トプットを意識するというようなことを、難しいかもしれないけれども、そういったこと

をこのグローバル人材の育成という中できちんと押さえていくということが大事かなと思

うのですね。 

○上田知事 その部分では、東京から近い利点を生かして、これは県民生活部なんかでは

アジアプロジェクトなどを展開しているところですが、アジアの国々の大使の皆さんたち

を呼んだりしながら、向こうは我が国に投資をしてくれということで、埼玉の経済人の皆

さんたちを中心にセミナーを開いてくれるのです。私たちはそれだけではもったいないも

ので、ついでに高校で話をしてくれということで、先般、和光国際高校に行ってもらった

のはメキシコの大使でこちらで昼食をされて、和光国際高校で御講演をいただいたのです。

そういう形でときどきついでにと言ったら言葉が語弊があるのですけれども、大使の方々

などに、各高校なんかで御講演をいただいて、ある意味ではそういう意味での裾野を広げ

るというのですか、やはり向こうから見た日本、あるいは日本がどうメキシコならメキシ

コを見ているかだとか、世界から、また大使もあちこち回っていらっしゃいますので、相

対的に日本を見る力とかを持っておられますので、そういった日本感覚なんかをお話して

いただけることで、視野を広げるチャンスを子供たちというか、生徒たちも思うのではな

いかなと思っていますので、そういうことは結構やって 

いるのではないでしょうか。このくらいの感じはどうなんでしょうか、他の県なんかと比

べて、こういう大使の皆さんなどにずっとお願いしてやっているのではないですか。大し

た謝礼を出さずにおみやげ程度で、こういうのはどうなんでしょうか。 

○関根教育長 私も他県の状況は伺ってないのでわからないのですが。 

○上田知事 尐なくとも埼玉はメリットがあるものね。近いもので、ちょっとという感じ

でおいでいただけるというメリットがあるもので、各大使の皆さんも、大使館の皆さんた

ちも、単に東京で終わらずに地方も見てみたいという気持ちを持っておられますので、双

方のニーズ、それから、地方の投資もやはりしていただきたい、そういう希望があります
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ので、埼玉あたりで企業者を集めて講演の機会をつくったりすると、それはそれで相当喜

ばれるところがあります。お返しにちょっとという形で、これもある程度行っていただく

ところは決まっているのですか、学校は。 

○関根教育長 向こうからの要望があったり、学校からの要望を橋渡ししたり、というこ

とはあります。先日、アメリカの大使館の方に来ていただいて高校生に話をしていただき

ましたが、それはグローバル人材育成のプログラムの一環としてお招きしたものでした。

また時には、大使館側からこのあたりの高校に行きたい、ということもあるようでござい

ますので、そういうことを利用して来ていただくことはあるようです。 

○上田知事 あと学位取得コースのメンバーなんかに尐し話をしてもらうというのもいい

かもしれませんね、大学４年生、あるいは卒業されて、場合によっては就職しているかも

しれませんが、どんな形でそれが生きたとかというのをもしチャンスがあれば、学校の休

みと職場の休みというのが一致するかどうかわかりませんけれども、向こうの休みがこっ

ち側がちょうど授業中というのが一番望ましいと思いますけれども、そういうのがあれば、

そっちの方法なんかも裾野を広げるのではないでしょうかね。 

○吉田委員 一歩踏み出す勇気につながっていくかもしれませんね。 

○上田知事 身近な人から言われれば、より現実味がありますね。 

 それでは、時間になりました。グローバル人材育成基金の部分、あるいはまた海外留学

の促進の部分については、萱野先生の話もまた参考にしながらですが、事務的にはとりま

とめをお願いしたいと思います。 

 それでは、今日の教育会議は２分野について議論をさせていただきましたので、次回は

残り全部をさせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 本日はありがとうございました。 

○関根教育長 知事ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、第３回埼玉県総合教育会議を閉会といたします。 

 どうもありがとうございます。 

閉    会 


